
項 ⽬ 内 容
名称 パッションフラワー [英]Passionflower [学名]Passiflora incarnata

概要 パッションフラワーはトケイソウ科の多年⽣つる植物。枝のない巻きひげで他物に
からみつき、⻑さ4 mに⽣⻑する。花はトケイソウの名前の由来である、先が3つに
分裂した雌しべと5つに分裂した雄しべが中⼼にあるのが特徴的で、その周りを多数
の⽷状の副冠が平らに開いている。欧⽶やヨーロッパでは古くから鎮静作⽤や催眠
作⽤のあるハーブとして⽤いられてきた。

法規・制度 ■⾷薬区分
・果実、茎、葉、花︓「医薬品的効能効果を標榜しない限り医薬品と判断しない成
分本質 (原材料) 」に該当する。

■海外情報
・⽶国では、GRASに該当する。

成分の特性・品質

主な成分・性質 ・C-グリコシド、アピゲニン、ルテオリン、ケルセチン等のフラボノイド、インド
ール、ハルマンアルカロイド、マルトールを含む (33) 。

分析法 ・パッションフルーツ乾燥抽出物のHCｌ可溶性画分から分離したマルトールをペー
パークロマトグラフィーおよび薄層クロマトグラフィーにて測定した報告がある
(PMID:4421168) 。
・C-グリコシルフラボンをHPLC、LC-MS 、薄層クロマトグラフィーにて測定した
報告がある (PMID:20522969) 。
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有効性

ヒ
ト
で
の
評
価

循環器・
呼吸器

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

消化系・肝臓 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

糖尿病・
内分泌

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⽣殖・泌尿器 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

脳・神経・
感覚器

メタ分析
・3つのデータベースと企業への調査により検索した無作為化⽐較試験2報について
検討した分析において、パッションフラワー抽出物の摂取は全般性不安障害、不安
神経症等患者の不安症状を改善したとの報告があるが、その有効性や安全性につい
てはさらなる検証が必要である (PMID:17253512) 。
RCT
・全般性不安障害の患者36名 (19〜47歳、試験群18名、アメリカ) にパッションフ
ラワー抽出物45滴/⽇を4週間摂取させたところ、オキサゼパム30 mg/⽇を投薬し
た群と同等の影響が認められた (PMID:11679026) 。

免疫・がん・
炎症

調べた⽂献の中に⾒当たらない。

⾻・筋⾁ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

発育・成⻑ 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

肥満 調べた⽂献の中に⾒当たらない。

その他 調べた⽂献の中に⾒当たらない。
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